
6さが市議会だより第 90号（令和 7年 6月定例会）

「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して行う質問です。
質  問  内  容 議案とは関係なく議員が決めて、事前に通告しています。
発  言  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分です。

一般質問

1 稲葉 嵩広
（自民さが）

〇観光業による経済波及効果の最大化に向け
ての取組について

▶ 学校体育施設の開放について
▶ ＥＢＰＭによる事業立案の推進体制について
▶ 松原公園整備について

2 山田 誠一郎
（ネットワーク佐賀）

〇佐賀駐屯地（仮称）に関する地域説明に　
ついて

▶ 物価高における学校給食の現状と今後に
　ついて

3 重田 音彦
（緑楠自民）

〇北部山間地域の活性化について
▶ 令和７年４月の人事異動について
▶ 市の機構改革について

4 御厨 洋行
（自民清流）

〇子どもの教育について

5 黒田 利人
（緑楠自民）

〇学校と地域との関わりについて
▶ 溝尾副市長に問う
▶ 島義勇公の功績をたたえる施策について

6 松永 憲明
（ネットワーク佐賀）

〇校区社会福祉協議会と地域包括支援セン
ター（おたっしゃ本舗）の相互交流や連携に
ついて

▶ 特別支援教育の在り方について
▶「佐賀市こどもの権利条例」制定と「佐賀市

こども計画」策定を車の両輪に
▶ 学校給食の無償化について、市長の見解を問う

7 野中 宣明
（公明党）

〇将来を見据えた公共交通体系の構築について
▶ 南部エリア開発構想について

8 重松　 徹
（自民清流）

〇「令和の米騒動」について
▶ もうかる農業をどう生み出すか
▶ ＦＲＰ漁船等の放置・廃船処理の問題に
　ついて

9 川﨑 健二
（自民さが）

〇放課後児童クラブの待機児童の解消について
▶ 在留外国人の現状と課題について
▶ フェアトレード等のエシカル消費の現状と

推進について

10 江口 善己
（ネットワーク佐賀）

〇三重津海軍所跡の世界遺産登録10周年に
ついて

▶ ３年連続不振の水産業の振興について
▶ 旅費規程の見直しについて
▶ 特別職の報酬等の改定について

11 西岡 真一
（自民清流）

〇地域における移動支援について
▶ 高齢者の入所施設について

12 実松 尊信
（緑楠自民）

〇空き家対策について
▶ 市立野球場について

13 中島 妙子
（公明党）

〇森林・林業施策について
▶ 平和行政について
▶ 事業所の熱中症対策について

14 中村 宏志
（公明党）

〇障がい者の雇用について

15 村岡　 卓
（公明党）

〇災害後も安心して住み続けられるまちづくり
について

▶ 有害鳥獣対策について

16 諸冨 八千代
（自民政進会）

〇米価格高騰が及ぼす市民生活への影響に
　ついて
▶ 部活動の地域展開について

17 江原 新子
（自民さが）

〇市民所有の共用給水管老朽化への対策に
　ついて
▶ サンライズストリートの交通安全対策への

取組状況について

18 山下 明子
（市民共同）

〇佐賀空港への自衛隊オスプレイ配備計画に
ついて～「住民説明会」の開催を

▶ すべての市民に「切れ目のない支援」を～
この間の視察等をふまえて

▶ 子どもの権利条例の制定を
▶ 多世代が共に暮らせる地域づくりへ

19 永渕 史孝
（自民政進会）

〇公民館の活用について
▶ 企業版ふるさと納税について
▶ 市の観光政策について

20 福井 章司
（自民政進会）

〇水害対策について

21 宮﨑　 健
（自民さが）

〇公共交通政策について
▶ 都市計画道路について

22 堤 　正之
（自民政進会）

〇市販医薬品の過剰摂取（オーバードーズ）
への取組について

▶ 多布施川の環境保全について

23 藤田 佳典
（ネットワーク佐賀）

〇本市における水泳授業について
▶ 児童・生徒を対象とした交通安全教室に
　ついて
▶ 徐福サイクルロードについて

24 平原 嘉德
（自民清流）

〇坂井市長に問う
▶ 放課後児童クラブについて
▶ 高齢者福祉について

番号は質問順、（　）内は会派等、掲載は大項目のみです。〇がついている項目は、次ページ以降に詳細を掲載しています。

※４

※ 5

※７

※６

※ 4 EBPM…………（エビデンス・ベースド・ポリシー・メイキング）経験や直感ではなく、データや合理的根拠をもとに政策を立案すること。
※ 5 FRP……………繊維強化プラスチック（Fiber Reinforced Plastics）
※ 6 エシカル消費…人・社会・地域・環境に配慮した倫理的な消費行動のこと。
※ 7 オーバードーズ…医薬品を、決められた量を超えてたくさん飲んでしまうこと。



7 さが市議会だより第 90号（令和 7年 6月定例会）

「市政 ここが 聞きたい」
一般質問とは 議員が執行機関に対し、市政運営全般に対して行う質問です。
質  問  内  容 議案とは関係なく議員が決めて、事前に通告しています。
発  言  時  間 質問と答弁を合わせて、一人 60分です。

一般質問観光業の経済波及効果の最大化を （自民さが）

稲
いな

葉
ば

  嵩
たかひろ

広 1

来訪者の消費を最大化して、
佐賀市の経済を盛り上げよう

問　
観
光
業
は
裾
野
の
広
い
業
種
か

ら
構
成
さ
れ
、
地
域
へ
の
経
済
波
及

効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
「
地
域
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
」
と
な
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
の
効
果
を
最

大
化
す
る
た
め
に
は
域
内
調
達
率
の

向
上
が
重
要
と
考
え
る
が
、
本
市
と

し
て
考
え
ら
れ
る
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

答
　
飲
食
店
な
ど
で
地
元
の
農

産
物
や
特
産
品
を
積
極
的
に
提
供

す
る
こ
と
は
消
費
を
増
や
す
だ
け

で
な
く
、
本
市
に
来
訪
し
た
観
光

客
に
佐
賀
ら
し
い
も
の
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
佐
賀
の
旅
の
イ

メ
ー
ジ
や
満
足
度
を
高
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。
そ
れ
が
域
内
調
達

率
と
そ
れ
に
よ
る
経
済
波
及
効
果

の
さ
ら
な
る
向
上
に
も
寄
与
す
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
取
り
組
み
や
地
域
内
の

経
済
循
環
を
促
進
す
る
た
め
、
今

後
も
商
工
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
、
そ
の
動
き
が
一
層
広
が
っ
て

い
く
よ
う
な
働
き
か
け
を
行
い
た

い
。

佐賀駐屯地開設の丁寧な説明を‼

運用間近の佐賀駐屯地

問　
①
地
元
校
区
自
治
会
長
会
に
防

衛
省
が
佐
賀
駐
屯
地
に
関
す
る
説
明
を

行
う
に
至
っ
た
経
緯
は
②
校
区
自
治
会

で
の
説
明
を
地
元
住
民
か
ら
求
め
ら
れ

た
場
合
の
自
治
会
長
の
負
担
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
③
地
元
住
民
へ
の
説
明

に
つ
い
て
防
衛
省
は
丁
寧
に
す
べ
き
！

説
明
を
求
め
る
声
へ
の
対
応
は
。

答
　
①
校
区
自
治
会
長
か
ら
の
「
直

接
、
説
明
を
聞
き
た
い
」
と
の
要
望

を
防
衛
省
に
伝
え
る
中
で
実
施
に

至
っ
た
②
防
衛
省
か
ら
の
説
明
は
自

治
会
長
を
対
象
に
行
わ
れ
る
が
、
自

治
会
ご
と
に
資
料
の
班
回
覧
を
行

い
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
を
図
り
た

い
と
聞
い
て
い
る
③
防
衛
省
に
対

し
、
地
域
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

に
は
一
つ
一
つ
丁
寧
に
対
応
す
る
よ

う
改
め
て
求
め
て
い
き
た
い
。
自
治

会
長
か
ら
の
さ
ら
に
詳
し
い
説
明
を

求
め
る
声
や
地
元
の
単
位
自
治
会
で

の
説
明
を
求
め
る
声
が
あ
れ
ば
、
そ

の
意
向
を
防
衛
省
に
伝
え
適
切
な
対

応
を
求
め
て
い
き
た
い
。

（ネットワーク佐賀）

山
やま

田
だ

  誠
せいいちろう

一郎 2

北部山間地域に総合事務所を！

過疎化への対応のためには
総合事務所が必要

問　
今
年
、
佐
賀
市
は
新
市
誕
生
20

周
年
を
迎
え
る
が
、
高
齢
化
率
は
約

30
％
と
な
り
、
人
口
は
約
94
％
に
減

少
し
、
約
23
万
人
と
な
っ
た
。
富
士
、

三
瀬
で
は
人
口
は
70
％
以
下
と
な
り
、

高
齢
化
率
は
45
％
を
超
え
て
い
る
。

北
部
山
間
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

総
合
事
務
所
が
必
要
だ
と
思
う
が
見

解
は
。

答
　
地
域
の
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

一
つ
の
部
署
で
対
応
で
き
る
も
の

ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

北
部
と
南
部
に
建
設
事
務
所
を
配

置
し
た
り
、
リ
モ
ー
ト
窓
口
を
導

入
し
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
時
代
が
変
わ
っ

て
い
く
中
で
、
住
民
に
対
す
る
業

務
や
、
事
務
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
も
先
を
見
据
え
て
常
々
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総

合
事
務
所
に
つ
い
て
は
、
配
置
場

所
の
問
題
等
も
あ
る
が
、
市
民
の

利
便
性
向
上
や
将
来
の
佐
賀
市
の

た
め
に
ど
う
い
っ
た
形
が
よ
い
か

と
い
う
検
討
は
必
要
で
あ
る
。

（緑楠自民）

重
しげ

田
た

　音
なるひこ

彦 3

宿題革命を起こせ！

宿題の無い山形県新庄市の
日新小学校

問　
宿
題
が
多
い
、
厄
介
だ
と
感
じ

る
子
ど
も
た
ち
。
現
行
の
宿
題
の
量

や
内
容
が
学
習
効
果
を
高
め
る
上
で

適
切
な
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
宿
題
に

固
執
せ
ず
、
探
求
型
学
習
や
実
践
的

な
課
題
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も
の
自

主
性
や
創
造
力
を
育
む
要
素
の
導
入

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答
　
一
人
1
台
端
末
の
活
用
に
よ

り
、
自
主
的
な
家
庭
学
習
の
幅
が
広

が
る
。
例
え
ば
、
授
業
内
容
を
ま
と

め
る
資
料
作
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
疑
問
解
決
を
通
じ
て
、

思
考
力
、
表
現
力
、
探
究
心
を
育
む

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
電
子
ド
リ

ル
の
活
用
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
が

自
分
の
ペ
ー
ス
で
最
適
化
さ
れ
た
学

習
に
取
り
組
め
、
自
律
性
や
学
習
意

欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う

な
新
し
い
家
庭
学
習
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
教
師
が
具
体
的
な
活
用
例

を
示
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
選
択

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
て
い
る
。

（自民清流）

御
みくりや

厨  洋
ひろゆき

行 4



8さが市議会だより第 90号（令和 7年 6月定例会）

校区社協とおたっしゃ本舗の連携は （ネットワーク佐賀）

松
まつなが

永  憲
けんめい

明 6

誰もが安心して暮らせる地域
共生社会の実現を！

問　
①
地
域
で
の
見
守
り
、
共
生
社

会
づ
く
り
に
お
け
る
相
互
交
流
や
連

携
の
実
情
は
②
課
題
は
何
か
③
そ
の

解
決
策
は
④
今
後
、
地
域
共
生
社
会

の
実
現
を
ど
の
よ
う
に
し
て
図
っ
て

い
く
の
か
。

答
　
①
校
区
社
協
が
開
催
す
る
住

民
同
士
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
の
介
護

予
防
の
健
康
講
座
等
の
開
催
や
、
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
の
た
め
の
情
報

共
有
等
で
連
携
し
て
い
る
②
特
色
を

生
か
し
た
役
割
分
担
や
連
携
に
よ
る

活
動
の
負
担
感
の
軽
減
や
継
続
性
の

確
保
が
重
要
。
地
域
福
祉
へ
の
関
心

を
高
め
て
担
い
手
を
増
や
す
こ
と
も

大
切
③
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
市
社

協
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
校
区
社

協
の
活
動
の
充
実
を
図
り
た
い
④
市

社
協
と
共
に
、
関
係
機
関
、
地
域
団

体
等
の
連
携
を
支
援
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
取
り
組
み
た
い
。

地域の力で子どもたちの教育充実を

学校、保護者、地域が協働して
学校づくりを！

問　
地
域
の
人
の
豊
富
な
経
験
と
知

識
を
学
校
教
育
に
生
か
す
学
校
運
営

協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
）

は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
高
い
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
制
度
を

市
内
の
全
学
校
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
学
校
間
の
格
差
を
是
正
す
べ
き

で
あ
る
。
今
後
の
推
進
の
方
法
を
問

う
。

答
　
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
は

教
育
委
員
会
の
努
力
義
務
と
さ
れ

て
お
り
、
本
市
で
は
最
終
的
に
全

て
の
小
・
中
学
校
へ
の
導
入
を
目

標
と
し
て
い
る
。
全
て
の
学
校
に

一
斉
に
導
入
す
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
本
市
で
は
学
校
と
地
域
関
係

者
に
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
十

分
に
得
た
段
階
で
設
置
し
て
い
る
。

今
後
も
教
育
委
員
会
か
ら
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
、
学
校
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
組
織
づ
く
り
を
丁
寧
に

進
め
、
末
永
く
継
続
、
発
展
で
き

る
機
運
を
醸
成
し
な
が
ら
、
設
置

校
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

（緑楠自民）

黒
くろ

田
だ

  利
とし

人
と 5

将来を見据えた公共交通の構築を

春日北デマンドタクシー
「きたきた号」

問　
〝
将
来
の
安
心
〟
と
な
る
公
共
交

通
体
系
の
構
築
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

そ
こ
で
①
モ
デ
ル
事
業
を
行
う
地
域

範
囲
を
広
げ
て
は
②
地
域
内
公
共
交

通
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
、
将
来

的
に
行
政
が
担
う
事
も
視
野
に
入
れ

て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
③
交
通
局

と
し
て
地
域
内
公
共
交
通
へ
の
参
画

の
考
え
は
。

答
　
①
エ
リ
ア
設
定
は
、
生
活
環

境
や
バ
ス
路
線
、
検
討
の
ス
ピ
ー

ド
感
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

中
学
校
区
を
一
つ
の
エ
リ
ア
と
す

る
な
ど
、
エ
リ
ア
ご
と
の
個
別
最

適
と
と
も
に
市
全
域
に
お
け
る
全

体
最
適
を
目
指
し
た
い
②
将
来
の

担
い
手
確
保
対
策
も
含
め
、
関
係

部
署
や
地
域
の
声
も
聞
き
な
が
ら
、

市
内
交
通
の
持
続
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
③
バ
ス
以
外
の

交
通
モ
ー
ド
も
含
め
た
事
業
展
開

を
探
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

市
中
心
部
だ
け
で
は
な
く
、
郊
外

部
な
ど
の
公
共
交
通
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
関
係
部
署
と
研
究
し
て

い
き
た
い
。

（公明党）

野
の

中
なか

  宣
のぶあき

明 7

令和の米騒動への対策を

子どもへおいしい佐賀市産の
銘柄米を！

問　
食
べ
盛
り
の
子
ど
も
が
い
る
家

庭
か
ら
お
米
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ

た
い
が
、
米
価
格
高
騰
で
買
え
な
い
と

の
声
を
多
く
聞
く
。
子
育
て
支
援
は
ど

こ
に
も
負
け
な
い
市
と
し
て
、
特
に

18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
へ
の

支
援
と
し
て
お
米
券
等
の
配
布
を
し
て

は
ど
う
か
と
思
う
が
市
長
の
見
解
を
問

う
。

答
　
米
の
価
格
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
重
な
り
高
止
ま
り
し
て
い
る
。

小
売
店
で
は
こ
れ
ま
で
５
㌔
㌘
入
り

の
米
が
主
流
で
あ
っ
た
も
の
が
４
㌔

㌘
や
２
㌔
㌘
入
り
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
一
度

の
買
い
物
の
出
費
を
抑
え
る
な
ど
、

家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
感
じ
て

い
る
。
国
で
は
備
蓄
米
を
随
意
契
約

で
売
り
渡
す
異
例
の
対
応
で
安
定
し

た
価
格
で
の
米
の
供
給
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
市
と
し
て
も
市
民
生
活
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
は

必
要
と
考
え
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
効
果
的
な
の
か
を
考
え
た

い
。

（自民清流）

重
しげまつ

松  徹
とおる 8
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放課後児童クラブを希望者全員に！

健やかな子どもの育成と安心
して働ける社会の実現を！

問　
①
今
年
度
の
待
機
児
童
の
学
校

ご
と
の
人
数
は
②
高
木
瀬
小
学
校
の

定
員
と
入
会
希
望
者
数
の
推
移
は
③

市
立
若
葉
保
育
所
や
高
木
瀬
公
民
館

で
開
設
で
き
な
い
か
④
エ
コ
プ
ラ
ザ

や
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
の
空
き
部
屋

等
は
利
用
で
き
な
い
か
⑤
待
機
児
童

解
消
は
市
長
の
公
約
で
あ
る
。
市
長

の
見
解
を
問
う
。

答
　
①
嘉
瀬
小
学
校
13
人
、
高
木

瀬
小
学
校
23
人
、
附
属
小
学
校
11

人
②
定
員
は
１
６
０
人
で
、
こ
こ

数
年
変
動
な
し
。
入
会
希
望
者
は
、

令
和
５
年
度
１
４
２
人
、
令
和
６

年
度
１
８
０
人
、
令
和
７
年
度

１
７
６
人
③
実
施
場
所
の
面
積
や

支
援
ス
タ
ッ
フ
等
の
条
件
を
満
た

す
施
設
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の

た
め
、
学
校
敷
地
内
に
プ
レ
ハ
ブ

リ
ー
ス
方
式
の
専
用
館
を
整
備
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
④
施
設
の

用
途
や
整
備
目
的
が
あ
り
、
児
童

ク
ラ
ブ
と
し
て
占
用
す
る
の
は
難

し
い
⑤
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

て
取
り
得
る
手
段
を
フ
ル
に
活
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（自民さが）

川
かわさき

﨑  健
けん

二
じ 9

三重津海軍所跡世界遺産登録 10 周年

市民の移動手段の確保を！

あれから 10 年　日本の近代化
に貢献した佐賀の歴史と誇り

地域で支え合う移動支援

問　
今
年
７
月
８
日
は
世
界
遺
産
登

録
10
周
年
。
佐
野
常
民
と
三
重
津
海

軍
所
跡
の
歴
史
館
で
は
、
年
間
を
通

じ
、
10
周
年
イ
ヤ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い

事
業
が
期
待
さ
れ
る
。
①
記
念
企
画

展
の
内
容
と
目
玉
は
②
三
重
津
海
軍

所
跡
ク
ル
ー
ズ
の
実
施
内
容
は
③
年

間
企
画
に
対
す
る
効
果
的
な
広
報
の

考
え
は
。

答
　
①
第
１
弾
は
７
月
開
始
の
「
有

明
海
と
船
の
歴
史
」。
第
２
弾
は
10

月
末
開
始
の
「
佐
賀
藩
と
鉄
～
鐵

く
ろ
が
ねノ

藩
士
、
反
射
炉
ニ
挑
ム
～
」。
展
示

に
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
行

う
。
９
月
に
三
重
津
海
軍
所
跡
を
舞

台
に
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
作

者
・
似に

た
ど
り
け
い

鳥
鶏
氏
、
11
月
に
小
説
家
・

植う
え
ま
つ松

三み

ど

り
十
里
氏
の
講
演
会
を
予
定
②

歴
史
館
を
見
学
後
に
バ
ス
で
諸
富
の

船
乗
り
場
に
移
動
し
、
船
で
早
津
江

川
を
下
っ
て
三
重
津
海
軍
所
跡
を
眺

め
る
③
県
や
世
界
遺
産
協
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
三
重
津
海
軍
所
跡
の

価
値
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
る
。

問　
今
後
、
運
転
免
許
の
返
納
な
ど

に
よ
り
移
動
手
段
の
な
い
高
齢
者
が

増
え
て
い
く
と
思
う
。
公
共
交
通
の

整
備
、
拡
充
も
困
難
な
中
、
そ
う
し

た
市
民
に
対
す
る
支
援
が
課
題
と
な

る
。
市
で
は
「
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る

か
。
利
用
者
や
運
営
団
体
に
資
格
要

件
等
は
あ
る
の
か
。

答
　
住
民
主
体
で
移
動
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
む
団
体
に
対
し
て

は
、
40
万
円
を
上
限
と
し
て
運
営
補

助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
の
集

ま
り
に
出
席
し
て
地
域
課
題
を
共
有

し
、
先
進
地
の
事
例
紹
介
や
研
修

会
な
ど
を
通
し
て
団
体
の
設
立
や
、

運
営
等
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
対
象
者
に
は
、
介

護
保
険
の
要
支
援
者
等
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
、
運
営
団
体
は
、
公
共
の

利
益
を
目
的
と
し
、市
内
で
活
動
し
、

お
よ
び
活
動
拠
点
が
あ
り
、
３
名
以

上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
主

な
資
格
要
件
で
あ
る
。

（ネットワーク佐賀）

江
え

口
ぐち

  善
よし

己
み

（自民清流）

西
にしおか

岡  真
しんいち

一

10

11

空き家対策について （緑楠自民）

実
さねまつ

松　尊
たかのぶ

信 12

放置された空き家

問　
①
近
隣
住
民
の
安
全
や
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
、
適

正
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
へ
の
対
処
法
は
②
空
き
家
、
空
き

地
を
適
正
に
管
理
し
て
い
な
い
所
有

者
に
対
し
て
は
、
文
書
に
よ
る
通
知

だ
け
で
は
な
く
、
直
接
出
向
き
、
状

況
を
伝
え
る
べ
き
で
は
。

答
　
①
現
地
を
確
認
し
た
上
で
、

空
き
家
の
適
正
な
管
理
が
な
さ
れ

て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

所
有
者
等
に
対
し
て
空
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
指
導
等
を
文
書
で
通
知
し

て
い
る
②
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
指

導
の
過
程
に
お
い
て
も
、
相
手
方

の
電
話
番
号
を
把
握
し
て
い
る
場

合
に
は
、
電
話
で
直
接
話
を
す
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
文
書
の

送
付
後
も
相
手
方
の
反
応
や
、
空

き
家
や
空
き
地
の
危
険
な
状
況
等

の
程
度
を
確
認
し
て
、
所
有
者
等

を
直
接
訪
問
し
、
適
正
な
管
理
を

求
め
る
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。
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障がい者の雇用促進と連携拡大を

事前復興まちづくり計画の策定を！

被災後の混乱を速やかに解消
するには事前の備えが必要

問　
①
雇
用
に
対
す
る
市
の
取
り
組

み
は
②
雇
用
の
課
題
は
③
雇
用
促
進

と
多
様
な
就
労
の
機
会
の
確
保
に
つ

い
て
の
考
え
は
④
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
福
祉
以
外
の
分
野
と

の
連
携
・
協
働
に
つ
い
て
の
考
え
は

⑤
環
境
分
野
と
連
携
し
た
環
福
連
携

の
取
り
組
み
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
　
①
相
談
対
応
や
事
業
所
の
案

内
、
関
係
機
関
と
の
調
整
等
②
非

正
規
雇
用
の
割
合
が
高
い
こ
と
や

工
賃
の
水
準
が
低
い
こ
と
。
合
理

的
配
慮
の
普
及
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
③
就
労
に
必
要
な
訓
練
等

を
行
う
就
労
継
続
支
援
事
業
や
適

性
に
応
じ
た
職
場
の
開
拓
な
ど
を

行
う
就
労
移
行
支
援
事
業
の
利
用

を
提
案
。
合
理
的
配
慮
が
広
が
る

よ
う
周
知
啓
発
を
行
う
④
担
い
手

確
保
が
課
題
の
農
業
と
連
携
し
た

農
福
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
⑤

有
意
義
な
取
り
組
み
と
認
識
し
て

い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
の
連

携
を
進
め
、
就
労
の
場
が
広
が
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問　
国
は
地
方
公
共
団
体
に
、
被
災

後
の
復
興
の
体
制
や
手
順
、
目
標
の

事
前
検
討
な
ど
復
興
事
前
準
備
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
①
市
の

取
り
組
み
の
状
況
は
②
全
国
的
に
計

画
策
定
ま
で
至
っ
て
い
る
事
例
は
ま

だ
少
な
い
。
速
や
か
に
策
定
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
う

検
討
を
進
め
る
か
。

答
　
①
復
興
事
前
準
備
の
取
り
組

み
内
容
は
５
項
目
あ
り
、
１
つ
目

の
復
興
体
制
の
事
前
検
討
は
実
施

済
み
。
２
つ
目
の
復
興
手
順
の
事

前
検
討
は
現
在
検
討
し
て
い
る
②

被
害
想
定
や
ま
ち
の
課
題
は
お
お

む
ね
把
握
で
き
て
い
る
。
被
災
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
あ
ら
か

じ
め
想
定
し
て
お
く
こ
と
は
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
被

災
時
の
対
応
手
順
を
整
理
し
て
い

き
た
い
。
本
市
の
状
況
に
即
し
た

計
画
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
他

都
市
の
事
例
も
参
考
に
検
討
を
深

め
た
い
。
計
画
策
定
の
際
は
、
市

民
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
、
取
り

入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

（公明党）

中
なかむら

村  宏
ひろ

志
し

（公明党）

村
むらおか

岡  卓
たかし

14

15

米価格高騰に対する市民への支援は

山があり海があり田んぼがあ
る。食べ物が毎日おいしい

問　
米
価
格
高
騰
が
市
民
生
活
を
直

撃
し
て
い
る
。
全
国
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
消
費
者
支
援
、
生
産
者
支

援
に
も
な
り
、
域
内
経
済
循
環
に
も

つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
策
を
柔
軟
な

発
想
で
行
う
べ
き
。
①
大※
８

阪
府
泉
大

津
市
を
参
考
に
妊
婦
支
援
は
②
高
齢

者
向
け
支
援
は
③
給
食
の
米
の
予
算

確
保
は
④
市
長
の
見
解
は　

答
　
①
参
考
事
例
に
つ
い
て
興
味

深
く
拝
見
し
た
。
妊
産
婦
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
検
討
し
た
い
②
国
の
対
応
な

ど
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
世
帯
を
含

め
支
援
が
必
要
な
方
へ
の
対
策
を

考
え
た
い
③
米
の
納
入
価
格
は
、

納
入
業
者
と
協
議
の
上
で
決
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
給
食
の
質
を
維

持
す
る
た
め
、
給
食
へ
の
補
助
も

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
状
況
に
応

じ
て
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
④
市
民
生
活

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
対

策
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
方
法
が
効
果
的
な
の
か
を

検
討
し
た
い
。

（自民政進会）

諸
もろどみ

冨  八
や ち よ

千代 16

※ 8 大阪府泉大津市を参考…泉大津市では、市内の妊産婦とその家族に毎月最大 10kg の加工玄米を無償提供する事業「泉大津
市マタニティ応援プロジェクト」を実施している。

森林・木材は魅力がいっぱいです！

市産材・県産材が活用されてい
る富士小学校の体育館

問　
木
造
の
人
工
衛
星
が
打
ち
上
げ

ら
れ
る
な
ど
持
続
可
能
な
木
材
の
活
用

が
広
が
る
中
で
、
本
市
で
は
木
材
が
ど

の
よ
う
な
活
用
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

①
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取

り
組
み
は
②
森
林
資
源
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
の
取
り
組
み
は
③
森
林
・
木

材
の
魅
力
を
発
信
す
る
今
後
の
取
り
組

み
は
。

答
　
①
個
人
所
有
の
森
林
整
備
、

人
家
裏
の
危
険
な
立
木
の
伐
採
、

担
い
手
の
育
成
研
修
、
森
林
組
合

へ
の
林
業
従
事
者
の
福
利
厚
生
費

用
支
援
等
②
市
婦
人
林
業
研
究
会

の
活
動
で
は
ウ
バ
ユ
リ
を
加
工
し

た
商
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
、

昨
年
度
全
国
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン

ク
ー
ル
で
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

③
ガ
イ
ド
と
森
林
を
散
策
す
る
森

林
浴
セ
ラ
ピ
ー
、
佐
賀
建
設
労
働

組
合
に
よ
る
家
族
と
ふ
れ
あ
い
木

工
教
室
や
学
校
で
の
森
林
環
境
教

育
な
ど
森
林
の
魅
力
を
伝
え
る
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
広
く
発
信
し
た
い
。

（公明党）

中
なかしま

島  妙
たえ

子
こ 13
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共用給水管布設替え補助の支援拡充

安心で清潔な水の供給は、
行政の責務！

問　
安
全
で
清
潔
な
水
の
供
給
は
行

政
の
責
務
で
あ
る
。
住
民
の
負
担
軽

減
施
策
の
「
共
用
給
水
管
の
布
設
替

え
補
助
金
」
は
、
13
年
間
実
績
が
な

く
実
効
性
の
な
い
支
援
と
い
え
る
。

制
度
の
周
知
、
相
談
体
制
の
整
備
、

何
よ
り
制
度
開
始
以
来
変
わ
ら
な
い

補
助
金
上
限
額
の
撤
廃
や
見
直
し
を

行
う
べ
き
で
は
。

答
　
全
国
に
い
く
つ
か
あ
る
共
用

給
水
管
へ
の
補
助
制
度
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
体
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
補
助
金
額
の
上
限
も
含
め
、

共
用
給
水
管
入
れ
替
え
に
対
す
る

補
助
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

共
用
給
水
管
は
私
道
に
多
く
埋
設

さ
れ
て
お
り
、
入
れ
替
え
は
私
道

の
整
備
と
と
も
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、

建
設
部
と
今
以
上
に
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
広
報
に
努
め
、
補
助

制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（自民さが）

江
え

原
はら

  新
しん

子
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公民館の学習支援活用を活発に！

今後の排水対策を強化せよ‼

公民館地域ティーチャー発掘を
期待！

６月６日に南堀から事前排水の
実験が行われた

問　
①
公
民
館
で
学
習
支
援
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
②
児
童
の
放
課
後
の

時
間
が
長
く
な
っ
て
き
て
い
な
い
か

③
学
習
支
援
の
場
と
し
て
の
活
用
を

地
域
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
④
公

民
館
で
の
学
習
支
援
に
教
員
O
B
の

力
を
借
り
ら
れ
な
い
か
⑤
地
域
人
材

発
掘
の
た
め
の
仕
掛
け
が
も
っ
と
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
①
大
学
生
や
地
域
住
民
の
協

力
を
得
て
、
夏
休
み
等
の
長
期
休

業
を
利
用
し
た
、
主
に
小
学
生
向

け
の
教
室
を
開
催
し
て
い
る
②
働

き
方
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
児
童

の
下
校
時
刻
は
、
5
年
前
と
比
較

し
て
平
均
25
分
早
く
な
っ
て
い
る

③
学
習
支
援
の
活
用
事
例
も
紹
介

し
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
世
代
に
と
っ
て
、
公
民
館
は
身

近
な
場
所
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的

に
発
信
す
る
④
地
域
や
学
校
の
応

援
団
と
し
て
役
に
立
ち
た
い
と
考

え
て
い
る
Ｏ
Ｂ
は
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
⑤
人
材
発
掘
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活
用
し
た
広

報
を
検
討
し
た
い
。

問　
①
新
た
な
「
た
め
る
」
対
策
の

概
要
は
②
「
た
め
る
」
対
策
の
財
政

上
の
課
題
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
③
水
害
多
発
地
区
の
側
溝
に
堆
積

し
て
い
る
土
砂
を
早
急
に
撤
去
で
き

な
い
か
④
お
濠ほ
り

の
事
前
排
水
の
実
験

結
果
は
⑤
下
流
へ
の
影
響
は
ど
う
か

⑥
今
後
の
運
営
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
①
県
と
連
携
し
た
排
水
ポ
ン

プ
車
に
よ
る
お
濠ほ

り

の
さ
ら
な
る
容

量
確
保
に
向
け
た
試
験
な
ど
多
様

な
主
体
と
連
携
し
総
合
的
な
治
水

対
策
を
進
め
る
②
対
策
を
強
化
す

る
上
で
財
政
面
の
措
置
は
必
要
。

「
た
め
る
」
対
策
は
本
年
度
中
の
策

定
を
目
指
す
③
道
路
側
溝
の
土
砂

堆
積
は
道
路
冠
水
等
の
一
因
に
成

り
得
る
た
め
、
浸
水
常
襲
地
域
の

市
道
調
査
を
進
め
る
④
新
た
に
約

６
千
４
百
㌧
の
調
整
容
量
を
創
出

⑤
水
の
流
れ
は
穏
や
か
で
護
岸
に

も
影
響
が
な
か
っ
た
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
た
検
証
を
進
め

る
⑥
本
格
的
な
運
用
開
始
は
来
年

度
出
水
期
前
が
一
つ
の
め
ど
。

（自民政進会）

永
ながふち

渕  史
ふみたか

孝

（自民政進会）

福
ふく

井
い

  章
しょう

司
じ

19

20

オスプレイ配備、住民説明会を！ （市民共同）

山
やました

下  明
あき

子
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住民説明会は用地取得前のみ！
（2022 年 12 月）

問　
オ
ス
プ
レ
イ
暫
定
配
備
前
の
木

更
津
市
で
は
15
回
の
住
民
説
明
会
が

行
わ
れ
た
。
本
市
で
は
防
衛
省
は
用

地
を
取
得
し
て
以
降
、
低
空
飛
行
訓

練
を
含
む
全
体
の
運
用
や
各
地
の
墜

落
事
故
へ
の
不
安
に
応
え
る
全
市
対

象
の
住
民
説
明
会
が
開
か
れ
て
い
な

い
。
本
格
配
備
ま
で
に
開
催
を
求
め

る
。

答
　
佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
使
用
要

請
の
受
け
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
５
回
の
住
民
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
説
明
や
質
疑
等
の
場
が
設

け
ら
れ
る
等
の
対
応
が
な
さ
れ
て
き

た
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
駐
屯

地
の
開
設
ま
で
に
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
の
保
全
お
よ
び
補
償
に
係
る
協

議
、
報
告
等
を
行
う
協
議
会
を
設
置

し
、
防
衛
省
や
県
、
農
業
や
漁
業
の

事
業
関
係
者
の
ほ
か
、
校
区
自
治
会

長
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
。
こ
れ
を

駐
屯
地
の
運
用
等
に
よ
り
生
じ
る
影

響
に
関
し
て
話
し
合
う
場
と
し
、
不

安
や
懸
念
が
少
し
で
も
緩
和
・
解
消

さ
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。
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路面電車（トラム・ＬＲＴ）を通せ

もしも、佐賀のまちなかに
路面電車が走ったら !!

問　

①
市
の
公
共
交
通
カ
バ
ー
率

は
全
人
口
の
74
％
。
一
方
で
、
公
共

交
通
空
白
地
域
の
根
拠
は
バ
ス
停
か

ら
の
直
線
距
離
で
５
０
０
㍍
だ
が
、

３
０
０
㍍
へ
変
更
は
②
本
市
の
南
北

軸
の
交
通
網
強
化
と
東
西
南
北
の
細

や
か
な
交
通
の
充
実
、
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
政
策
に
ト※
９

ラ
ム
や
Ｌ※1
※

Ｒ
Ｔ
が

有
効
と
思
う
が
。

答
　
①
根
拠
を
変
更
す
る
と
カ

バ
ー
率
は
49
％
と
な
る
。
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
交
通
モ
ー
ド
最
適

化
調
査
分
析
事
業
で
は
、
国
土
交

通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
記
載
の

数
値
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
②
ト
ラ
ム
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
環
境

負
荷
の
軽
減
な
ど
が
期
待
で
き
る

都
市
交
通
シ
ス
テ
ム
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
本
市
の
公
共
交

通
と
し
て
の
適
性
等
検
討
す
べ
き

課
題
も
多
く
、
ハ
ー
ド
ル
は
大
変

高
い
。
新
た
な
交
通
モ
ー
ド
等
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

（自民さが）

宮
みやざき

﨑  健
たけし 21

水泳授業の民間導入・委託の検討は

スイミングスクールでの水泳
授業

新幹線フル規格は、佐賀駅
ルートで！

問　
水
泳
の
授
業
時
に
お
け
る
安
全

管
理
体
制
の
現
状
に
つ
い
て
①
救
命

救
急
資
機
材
の
配
置
状
況
は
②
教
職

員
の
救
命
講
習
受
講
状
況
は
③
水
泳

の
授
業
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

専
門
家
の
導
入
の
考
え
は
④
プ
ー
ル

の
段
階
的
廃
止
と
民
間
施
設
活
用
の

可
能
性
は
。

答
　
①
全
て
の
小
・
中
学
校
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
お
よ
び
救
急
セ
ッ
ト
を
１
台

ず
つ
備
え
付
け
て
い
る
②
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
佐
賀
県
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
水
泳
プ
ー
ル
安
全
管
理
講

習
会
に
、
各
学
校
の
教
員
が
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
、
全
教
職
員
を

対
象
に
心
肺
蘇
生
等
の
応
急
手
当

て
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
③

中
学
校
の
水
泳
授
業
は
保
健
体
育

科
の
教
員
が
担
当
し
て
お
り
、
専

門
的
な
指
導
が
で
き
る
た
め
外
部

か
ら
指
導
者
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
④
市
内
複
数
の
民
間
事
業
者

に
聞
き
取
り
を
行
い
、
民
間
の
プ
ー

ル
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
る
。

（ネットワーク佐賀）

藤
ふじ

田
た

  佳
よしのり

典 23

本市に新幹線は必要？不必要？
問　
新
幹
線
の
開
通
に
よ
り
本
市
に

大
き
な
変
化
が
現
れ
る
と
期
待
で
き

る
。
市
長
は
昨
年
８
月
定
例
会
で
「
開

通
に
よ
る
波
及
効
果
は
限
定
的
に
な

る
の
で
は
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
本
市

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か
。
市
長
に
聞
く
。

本
市
に
新
幹
線
は
必
要
な
の
か
、
不

必
要
な
の
か
。

答
　
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
よ
っ
て
経
済
の
発
展
、
生
活

領
域
の
拡
大
等
を
図
る
と
い
う
意

義
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
在
来
線
、
建
設

費
負
担
、
地
域
振
興
お
よ
び
ル
ー

ト
と
い
っ
た
複
雑
に
絡
み
合
う
論

点
が
あ
る
中
で
、
賛
否
に
つ
い
て

回
答
す
る
段
階
で
は
な
い
と
考
え

る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
後
を
考

え
る
た
め
に
は
、
過
去
の
経
緯
を

踏
ま
え
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
解
決

策
が
必
要
で
あ
り
、
国
に
お
い
て

佐
賀
の
事
情
に
向
き
合
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て

い
る
。

（自民清流）

平
ひらばる

原  嘉
よしのり

德 24

市販薬の過剰服用問題への取り組み （自民政進会）

堤
つつみ

  正
まさゆき

之 22

厚労省の実態調査

問　
近
年
、
市
販
薬
の
過
剰
服
用
が

急
増
し
て
い
る
。
特
に
10
代
で
薬
物

依
存
症
の
治
療
を
受
け
た
者
の
６
割

以
上
が
市
販
薬
の
過
剰
服
用
で
あ
る
。

①
市
内
の
救
急
搬
送
の
状
況
は
②
教

育
委
員
会
の
認
識
は
③
学
校
で
薬
物

乱
用
防
止
の
取
り
組
み
を
き
め
細
か

く
、
手
厚
く
行
う
べ
き
で
は
。

 

答
　
①
オ※
７
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
が
原
因

と
疑
わ
れ
る
救
急
搬
送
人
数
は
、

令
和
４
年
は
37
人
。
約
４
割
を
10

代
と
20
代
が
占
め
て
い
る
②
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
は
過
剰
摂
取
の
体
験
談
な
ど

が
拡
散
さ
れ
て
い
る
。
児
童
・
生

徒
を
守
る
手
だ
て
が
必
要
③
小
・

中
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

年
１
回
開
催
し
て
い
る
。
文
科
省

作
成
の
ス
ラ
イ
ド
集
の
活
用
や
、

保
健
だ
よ
り
等
で
家
庭
に
も
問
題

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
対
応
を
し

た
い
。
過
剰
摂
取
に
至
る
背
景
に

あ
る
心
の
苦
し
み
や
ス
ト
レ
ス
に

寄
り
添
い
、
適
切
な
支
援
を
行
う

た
め
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を

密
に
し
た
い
。

※ 9 トラム………………………………基本的に道路の上を走り、電鉄のように専用の線路の場所を確保する必要がなく、街角に設
　　　　　　　　　　　　　　　　 置された電停 （停車場）までさほど歩かずに気軽に乗り降りができる都市交通システム。
※ 10 ＬＲＴ（Light Rail Transit）…低床式車両の活用や軌道・電停の改良による乗降の容易性、定時性、速達性、快適性など

の面で優れた特徴を有する軌道系交通システム。


